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一
出
席
者
数 

一
三
六
名
（
う
ち
委
任 

状
九
三
名
）
定
足
数
一
二
六
名 

二
議
長 

小
倉 

和
也 

三
協
議 

「
第
一
号
議
案 

規
約
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」 

「
第
二
号
議
案 

支
部
会
費
に
関
す
る

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」 

  
関
連
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

第
一
号
議
案
と
第
二
号
議
案
に
つ
い
て

は
一
括
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
会

長
が
提
案
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

質
疑
応
答
を
行
な
っ
た
後
、
採
決
を
行

な
っ
た
と
こ
ろ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。 

な
お
、
支
部
会
費
に
関
す
る
規
則
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
会
費
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

①
正
会
員
の
年
会
費
は
四
千
円
（
現
行

三
千
円
） 

②
納
入
期
限
は
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で 

「
第
三
号
議
案 

平
成
二
十
年
度
事
業

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
」 

「
第
四
号
議
案 

平
成
二
十
年
度
一
般 

 

     

会
計
・
特
別
会
計
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
」 

 

関
連
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第

三
号
議
案
と
第
四
号
議
案
に
つ
い
て
は

一
括
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
し
、
第
三

号
議
案
に
つ
い
て
は
会
長
が
説
明
を
行

い
、
第
四
号
議
案
に
つ
い
て
は
事
務
局

長
が
説
明
を
行
い
、
質
疑
応
答
を
行
な

っ
た
後
、
採
決
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

 

四
そ
の
他 

 

総
会
の
協
議
終
了
後
、
執
行
部
よ
り

次
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 (

一)
 

年
会
費
に
つ
い
て 

平
成
二
十
年
度
の
年
会
費
に
つ
い
て 

は
、
四
月
二
五
日
（
金
）
を
予
定
日 

と
し
て
、
口
座
引
落
を
行
い
ま
す
。 

現
在
、
口
座
引
落
を
希
望
し
て
い
な 

い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
四
月
三
〇 

日
（
木
）
ま
で
に
指
定
口
座
へ
お
納 

め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
、
口
座
引
落
を
希
望
さ 

れ
て
い
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、 

今
後
、
可
能
な
限
り
引
落
の
手
続
き 

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。 

(

二)
 

電
子
デ
ー
タ
で
の
情
報
伝
達
等

に
つ
い
て 

 
 

今
後
、
経
費
の
節
減
等
を
目
的
に
、 

こ
れ
ま
で
の
紙
ベ
ー
ス
か
ら
、
電
子 

デ
ー
タ
で
の
情
報
の
伝
達
に
切
り
替 

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て 

い
ま
す
。
自
宅
や
職
場
で
、
専
用
の 

パ
ソ
コ
ン
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と 

電
子
メ
ー
ル
が
使
用
で
き
る
方
に
つ 

き
ま
し
て
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等 

の
登
録
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 (

三)
 

連
絡
網
等
の
整
備
に
つ
い
て 

 
 

様
々
な
情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に 

全
て
の
会
員
に
伝
達
す
る
た
め
に
、 

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
連
絡
網
を
整
備
さ 

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま 

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

 (

四)
 

委
員
会
活
動
等
へ
の
参
加
に
つ

い
て 

 
 

新
た
に
三
つ
の
委
員
会
が
設
置
さ 

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
二
十
年
度 

は
、
常
設
委
員
会
と
特
別
委
員
会
が 

計
十
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
多
く
の
会
員
に
委
員
会 

等
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た 

い
た
め
、
改
め
て
参
加
し
た
い
委
員 
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会
や
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
調
査
を 

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
提
出
期
限
は 

四
月
二
五
日
（
金
）
で
す
。 

  
(

五)
 

会
員
の
加
入
促
進
に
つ
い
て 

 
 

平
成
一
九
年
度
の
新
た
な
合
格
者 

を
含
め
、
同
じ
職
場
等
に
有
資
格
者 

が
い
る
場
合
は
、
加
入
の
呼
び
か
け 

に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
社
団
法
人
日
本
社
会
福
祉 

士
会
へ
の
入
会
手
続
き
が
済
ん
で
い

な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
至
急
、

加
入
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

入
会
に
必
要
な
書
類
等
が
必
要
な

場
合
は
、
県
支
部
事
務
局
、
ブ
ロ
ッ

ク
事
務
局
ま
た
は
理
事
等
の
役
員
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

○ 

本
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
事
務
局

（
担
当
：
吉
田
雅
憲
） 

 

〒
八
八
〇-

〇
二
二
一 

 

宮
崎
市
佐
土
原
町
下
田
島
四
五
五
八

番
地
二 

 

社
会
福
祉
法
人
明
照
福
祉
会
気
付 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
九
八
五-

七
四-

三
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
九
八
五-

七
四-

〇
五
九
八 

  

                                

  

●
県
北
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 

 

二
月
二
日
（
土
）
に
九
州
保
健
福
祉

大
学
で
「
医
療
制
度
・
精
神
保
健
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
二
回
宮
崎
県
社

会
福
祉
士
会
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
で

も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
集
計
結
果
に
つ
い
て
要
所
だ
け
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

事
務
局
長 

 
 

峰 

豪
紀 

 

研
修
会
の
中
で
興
味
深
か
っ
た
こ
と 

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
あ
り
方
や
、

今
か
ら
の
働
き
か
け
に
つ
い
て
、
地
位

の
確
立
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。 

・
発
表
者
三
者
と
も
違
っ
た
立
場
で
の

話
し
で
あ
り
、
し
か
し
そ
の
度
に
連
携

す
る
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
が
あ
っ
た

の
で
、
良
か
っ
た
で
す
。 

・
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
社
会
福

祉
士
の
皆
さ
ん
の
実
践
事
例
は
、
実
務

の
中
に
お
け
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
非
常
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
、
こ
の
よ
う
な
企
画
を
し
て
欲
し

い
と
思
わ
れ
る
研
修
内
容
な
ど 

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ
を
受
け
る
機
会
が
、 

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

・
今
後
こ
の
よ
う
な
研
修
で
は
、
公
的

機
関
か
ら
出
席
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、

も
っ
と
詳
細
な
実
状
に
つ
い
て
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。 

・
や
は
り
、
事
例
が
聞
き
た
い
。
現
場

の
生
の
声
が
聞
き
た
い
。 

・
社
会
福
祉
士
さ
ん
達
が
、
必
要
と
考

え
る
支
援
ネ
ッ
ト
（
地
域
で
の
）
に
つ

い
て
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
以
外
の

職
種
の
私
た
ち
が
、
ど
ん
な
連
携
を
取

っ
て
い
け
る
の
か
？ 

 

ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら 

・「
医
療
」
と｢

福
祉｣

の
連
携
に
つ
い
て

以
前
二
十
年
程
、
医
療
の
現
場
で
働
い

て
い
ま
し
た
。
地
域
医
療
と
の
連
携
を

数
年
前
か
ら
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

医
療
側
か
ら
見
る
と
取
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
も
の
の
、「
福
祉
」
側
か
ら
見

れ
ば
取
れ
て
い
な
い
ん
だ
な
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
さ
ん
が
存
在
す
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ

に
行
く
の
で
あ
れ
ば
社
会
に
と
っ
て
、

と
て
も
必
要
な
職
種
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
社
会
で
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
人
々
を
支
援
す
る
よ
う
な
感
じ
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
一
歩
前
に
出

て
、
活
躍
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
さ
ん
が
、
増
え

る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。 

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告 

 
 

受付風景 

議案協議

ブロック会
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●
県
央
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 

 

県
央
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
四
月
五
日
（
土 

曜
日
）
の
お
昼
過
ぎ
か
ら
「
交
流
会
」 

を
行
い
ま
し
た
。
開
催
場
所
の
宮
崎
市 

中
央
公
園
（
宮
崎
駅
近
く
）
で
は
満
開 

の
桜
が
咲
き
誇
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で 

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
と
て
も
格
別
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
は
も
と
よ
り

入
会
予
定
の
非
会
員
の
方
も
集
ま
り
、

小
雨
な
ん
か
気
に
な
ら
な
い
く
ら
い

「
美
味
し
い
！
楽
し
い
！
嬉
し
い
！
」

の
雰
囲
気
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

交
換
が
で
き
ま
し
た
。 

事
務
局
長 

大
森
孝
志 

           

●
県
南
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 
 

  

四
月
十
九
日
（
土
）
県
南
ブ
ロ
ッ
ク

決
算
総
会
及
び
第
一
回
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

総
会
で
は
、
十
九
年
度
の
収
支
決
算

報
告
及
び
二
十
年
度
の
会
計
処
理
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
は
こ
れ

ま
で
も
特
別
会
計
を
設
け
、
参
加
費
等

の
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
県
支

部
に
お
け
る
会
計
処
理
の
あ
り
方
に
基

づ
い
て
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
今
後

の
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
計
処
理
の
あ
り

方
を
協
議
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

な
お
、
県
南
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
今
回

の
総
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
隔
月
ご
と

に
実
施
し
て
い
る
研
修
会
に
お
い
て
も
、

主
に
委
員
会
が
研
修
を
企
画
し
て
い
る

こ
と
か
ら
次
回
六
月
に
予
定
し
て
い
る

「
権
利
擁
護
」
に
関
す
る
研
修
内
容
に

つ
い
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
後
半
に
は
第
一
回
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会
を
行
い
、
講
師
に
戸
高
詩
織
氏

（
心
理
士
）
を
お
招
き
し
、「
発
達
障
害

に
つ
い
て
」
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
の
う
ち
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
障
害
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
会
員

の
意
識
は
高
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

を
展
開
す
る
う
え
で
必
要
な
援
助
技
術

等
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
が
飛
び
交
い

ま
し
た
。 

 

二
十
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
も
活
発
な
活
動
が
展
開
で
き
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

事
務
局
長 

 

田
村
真
一
郎 

 
   ✰�

広
報
委
員
会 

 
 
 
 

           
「
み
な
み
風
」
四
一
号
の
発
行
に
つ
い
て
、

県
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
状
況
確
認
、
年

間
計
画
の
確
認
と
役
割
分
担
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。 

✰�

研
修
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

 

二
月
と
四
月
に
研
修
委
員
会
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
議
題
は
、
十
九
年
度
の
反

省
、
研
修
委
員
会
が
二
十
年
度
に
計
画
し

て
い
る
研
修
に
つ
い
て
の
確
認
と
、（
社
）

日
本
社
会
福
祉
士
会
に
お
け
る
「
生
涯
研

修
制
度
」
に
つ
い
て
の
勉
強
会
、
研
修
に

つ
い
て
の
役
割
分
担
な
ど
で
し
た
。
二
十

年
度
は
基
礎
研
修
の
ほ
か
に
、
六
領
域
の

中
の
福
祉
権
利
、
対
人
援
助
に
つ
い
て
研

修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
自
身
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
！
「
生

涯
研
修
制
度
」
は
、
日
本
社
会
福
祉
士
会

会
員
が
、
個
人
の
自
己
研
鑽
の
継
続
性
を

確
保
す
る
こ
と
、
ま
た
研
修
を
通
じ
て
会

員
相
互
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

援
助
を
必
要
と
す
る
人
の
生
活
と
権
利

の
擁
護
を
担
う
社
会
福
祉
士
の
力
量
を

常
に
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
制
度
で
す
。
新
会
員
に
お
い
て
は
基

礎
研
修
時
に
ご
説
明
し
ま
す
が
、
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
入
会
時
に
送
ら
れ
て

く
る
社
会
福
祉
士
生
涯
研
修
手
帳
に
載

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   

 

委

員

会

活

動

報

告 県福祉総合センターで打合せ 
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定
期
総
会
及
び
基
礎
研
修

等
の
開
催
に
つ
い
て 

平
成
二
十
年
度
の
第
一
回
定
期
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
万
障
お
繰

り
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日 

時
：
平
成
二
十
年
六
月
一
日
（
日
） 

十
三
時
三
十
分
〜
十
七
時 

会 

場
：
宮
崎
市
中
央
公
民
館 

内 

容
（
予
定
） 

○
基
礎
研
修
（
十
三
時
三
十
分
〜
十
四
時

三
十
分
） 

○
総 

 

会
（
十
四
時
四
十
分
〜
十
五
時

三
十
分
） 

 

・
事
業
報
告 

・
決
算
報
告 

・
事
業
計
画
（
補
足
） 

 

・
補
正
予
算
に
つ
い
て 

○
特
別
研
修
（
十
五
時
四
十
分
〜
十
七
時 

「
（
社
会
福
祉
士
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
実
践
）
」 

 

総
会
の
議
決
権
に
つ
い
て 

 

規
約
第
十
六
条
第
三
項
の
規
程
に
よ

り
前
年
度
会
費
未
納
者
（
今
年
度
新
入

会
員
を
含
む
）
は
、
総
会
の
議
決
権
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ 

宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
事
務
局 

（
担
当
：
吉
田
雅
憲
）

〒
八
八
〇-

〇
二
二
一 

 

宮
崎
市
佐
土
原
町
下
田
島 

四
五
五
八
番
地
二 

 

社
会
福
祉
法
人
明
照
福
祉
会
気
付 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 
                       

     

あ
っ
と
い
う
間
に
一
年
が
過
ぎ
、
広
報

委
員
会
担
当
が
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
念
願
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
き
な

収
穫
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
え
ら
い

も
の
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、 

血
の
通
っ
た
生
き
物
の
よ
う
に
う
ご
め

く
か
ら
で
す
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
一
般
ペ
ー
ジ
会
員
ペ

ー
ジ
と
も
順
調
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
広
報
委
員
会
で
は
も
っ
と
も
っ
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
た
だ
い
ま
思
案

中
で
す
。
宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
の
活
動

等
を
効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
課
題
も
多
く
あ

り
ま
す
が
、
今
年
度
も
心
血
注
ぐ
覚
悟
で

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
生
き
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
会
員
の
皆
さ
ん
で
血
を
注
い
で

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

広
報
委
員
会
担
当
理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
木 

幹
雄 

   

「み
な
み
風
」 №

41  
[

宮
崎
県
社
会
福
祉
士
会
通
信] 

◇
会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
◇ 

お 

知 

ら 

せ 

「会員専用」ページが変わりました 

 

編

集

後

記 


